
		

	
	

	

	

	

栃木県出身で、岩井俊二プロデュースの連続ドラマ「なぞの転校生」、	映画『罪の余白』ほか

で女優として活躍中の宇野愛海(なるみ・20)、『桐島、部活やめるってよ』『笑う招き猫』の

落合モトキ(27)、『クズとブスとゲス』『美しい星』の板橋駿谷(33)、『空(カラ)の味』主演

で第10回田辺・弁慶映画祭	 女優賞を受賞し、17年は、『過ぎて行け、延滞10代』（監督：松本

花奈）といった主演作が続けて劇場公開された堀春菜(21)、PFFアワード2016の観客賞受賞作『ヴ

ァニタス』主演の細川岳(25)、映画『ENDの中で』の門田宗大(23)、『運命じゃない人』の山中

聡(46)、ベテラン女優の佐々木すみ江(89)が出演する映画『歩けない僕らは』が完成し、完

成披露試写会とトークイベントが行われました。	

	

本作は、初の長編監督作品『ガンバレとかうるせぇ』が、アジア最大の映画祭である釜山国際映

画祭のコンペティション部門に正式出品され、最新作『きっとゲリラ豪雨』がゆうばり国際ファ

ンタスティック映画祭2018に招待されるなど、国内外の様々な映画祭で高く評価されている佐藤

快磨（たくま）監督が、回復期リハビリテーション病院の新人理学療法士と、彼女を取り巻く人々

を描く作品です。	

	

栃木の“回復期リハビリ病院”が舞台の映画『歩けない僕らは』 トークイベント 

宇野愛海、落合モトキ、板橋駿谷、門田宗大ら若手実力派が登壇！ 



プロデューサーから『回復期リハビリ病院が舞台の映画を作りませんか？』というようにお題が

与えられた映画製作は初めての挑戦だった佐藤快磨監督は、栃木県下都賀郡野木町の回復期リ

ハビリ病院“リハビリテーション花の舎（いえ）病院”に何度も取材に行って、「患者さんと

セラピストの関係性を描くこと」をテーマにすることにしたと説明。	

「回復期リハビリでは患者さんとセラピストが一つの体を共有していくのだが、そのため

の言葉やコミュニケーションの答えのなさを描いた。」	

また、取材のなかで、セラピストからの『リハビリをすることで歩けることが重要なので

はなくて、歩いて何をするか大事』という言葉に制作のヒントを得たという。	

	

監督と一緒に回復期リハビリ病院に取材に行った主演の宇野は新人理学療法士を演じるにあた

って「主人公遥とおなじ、1 年目の理学療法士さんの話を聞けたことは大きかった。『患

者さんとの距離感が大切で難しい』という言葉を常に考えていた」と述懐。	

	

撮影中、監修の療法士さんから『声掛けが上手い』と絶賛していた板橋は「（撮影の）1 年半前

に、舞台初日の冒頭 5 分目で靭帯を切ちゃって、その手術をした後にリハビリに通って

いて、その時の経験を活かしました。」と驚きの告白。「（療法士さんの）いろんな声掛けや

どうでもいい会話から安心を感じ、回復していく自分が分かった」と語った。	

	

理学療法士役の役者さんたちには、普段から若手に教えている監修の療法士さんがついていたの

でよかったけれど、療法士さんは、どうやったら左半身麻痺に見えるかということは教えたこと

もないわけで、患者役の落合は、役作りは自身でするしかなかった。アプローチの方法として、

「同じ障害を抱える患者さんを	ただただ見ることから始めてシルエットを大切にした。

明日自分にも起こることかもしれないと考えながら見てもらいたい。」と話した。	

	

落合演じる柘植の職場の後輩役を演じた門田は、病院外の映像なしに、お見舞いのシーンのセリ

フだけで、柘植が左半身麻痺になったことで変わった彼女との関係や仕事面のことを観客に伝え

る役割があった。「優しい後輩が、言いづらいことを先輩に伝えていくために葛藤する想い

を考えると吐きそうになった。」と語った。	

	

	

ぜひ注目して欲しいシーンや好きなセリフを聞かれたキャスト陣は、それぞれ、宇野は「ある

モノを壊すシーンが快感でした。」、落合は「冒頭のシーン。本番でいきなり雨が降ったが、

結果的によかった」、板橋は「作品全体の空気感。映画の中の日常と実際の生活の日常が

変わらない雰囲気を感じてほしい。」、門田は「ひとりひとりのキャラクターの背景が感じ

られる点」と答えた。	

	

	

最後に、佐藤監督が「もし突然自分が歩けなくなったら、大切な人が明日歩けなくなった

ら、と考えて制作しました。この映画を観ていただく方と一緒に、そのことについて考え

続けることができたら」と挨拶しました。	



	

	

その後、クラウドファンディングの支援者とキャストと監督が集合写真を撮り、トークイベント

は盛況に終わった。なお、本作は、5/14（月）まで、一般から資金調達を募るクラウドファンデ

ィングのプラットフォーム「MotionGallery」で、映画の映画祭出品及び東京・大阪での上映（釜

山国際映画祭のコンペ部門に招待された佐藤監督の長編第1作目である『ガンバレとかうるせぇ』

との同時上映の機会も模索）のための宣伝費の支援を募っている。	

http://motion-gallery.net/projects/arukenaibokurawa	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 ２０１９年劇場公開予定	

宇野愛海	 落合モトキ	

板橋駿谷	 堀春菜	 細川岳	 門田宗大	

山中聡	 佐々木すみ江	

	

監督・脚本・編集：佐藤快磨（『ガンバレとかうるせぇ』、『壊れ始めてる、ヘイヘイヘイ』、『きっとゲリラ豪雨』）	 	

プロデューサー：登山里紗	 	 撮影：加藤大志	 	 撮影助手：勝亦祐嗣	 	 照明：高橋拓	 	 録音：吉方淳二	 	 音楽：田中拓人	

衣裳：馬場恭子	 	 ヘアメイク：橋本申二	 	ヘアメイク助手：西田美香		 助監督：葉名恒星	 	制作部：福島成人、原田親		 スチール：西永智成	

	

協力：医療法人社団友志会、十一合同会社、MotionGallery、独立映画鍋、ニューシネマワークショップ、アクターズ・ヴィジョン、	

	 	 	 栃木県フィルムコミッション、栃木市	

宣伝費クラウドファンディング	 プロジェクトページ：	http://motion-gallery.net/projects/arukenaibokurawa	

Twitter：@uno_narumi_proj	 	 	 facebook:	www.facebook.com/unonarumiproject			©映画『歩けない僕らは』	

	

	

	

【STORY】	 	

宮下遥（宇野愛海）は、回復期リハビリテーション病院 1 年目の理学療法士。まだ慣れない仕事に戸惑いつつ

も、同期の幸子（堀春菜）に、彼氏・翔（細川岳）の愚痴などを聞いてもらっては、共に励まし合い頑張って

いる。担当していたタエ（佐々木すみ江）が退院し、新しい患者が入院してくる。仕事からの帰宅途中に脳卒

中を発症し、左半身が不随になった柘植（落合モトキ）。遥は初めて入院から退院までを担当することになる。

「元の人生には戻れますかね？」と聞く柘植に、何も答えられない遥。日野課長（山中聡）と田口リーダー（板

橋駿谷）の指導の元、現実と向き合う日々が始まる。	

	


